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監査の様子 鈴木 喜文 議員

寺
田
幹
根
議
長
、任
期
２
年
目
が
ス
タ
ー
ト

議
会
運
営
委
員
会
・
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
を
紹
介
し
ま
す

副
議
長
に
芥
川
栄
人
議
員
を
選
出

議　長副議長

会 派会 派 住 所住 所 志政会新磐田 福田池田

市議4期　65歳市議3期　57歳
寺
て ら

田
だ

 幹
み き

根
ね

芥
あくた

川
が わ

 栄
よ し

人
ひ と

　

平
素
よ
り
本
市
議
会
に
対
し
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
て
、
衷ち
ゅ
う
し
ん心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
４
年
度
の

濫ら
ん
し
ょ
う觴
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

経
済
活
動
は
も
と
よ
り
、
子
育
て
・
教
育
、
地
域
活
動
、
日

常
生
活
な
ど
多
方
面
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
か
ら
２
年
半
。
本
年
２
月
に
は
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
他
国
侵
攻
と
い
う
暴
挙
が
生
起
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

人
々
を
恐
怖
と
絶
望
の
淵
に
追
い
や
り
、
戦
線
拡
大
の
懸
念
と

食
糧
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
供
給
不
安
が
全
世
界
に
拡
が
っ
て
い

ま
す
。
本
市
議
会
は
こ
の
事
案
に
迅
速
に
対
応
し
、
３
月
４
日

に
「
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
を
断
固

非
難
す
る
決
議
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

既
存
の
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
や
、
そ
こ
か
ら
派
生

す
る
経
済
・
社
会
環
境
へ
の
影
響
、
多
発
・
激
甚
化
す
る
自
然

災
害
、
見
守
り
や
子
育
て
、
多
文
化
共
生
な
ど
を
支
え
る
べ
き

地
域
紐ち
ゅ
う
た
い帯
の
希
薄
化
等
に
加
え
、
新
た
に
出し
ゅ
っ
た
い来
し
た
課
題
へ
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
端
と
し
て
「
公
共
施
設

等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
持
続
可
能

な
磐
田
市
に
向
け
た
検
討
を
始
め
る
な
ど
、
議
会
と
し
て
最
大

限
の
責
任
を
果
た
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
従
前
と
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

多
面
的
課
題
に
囲い

に
ょ
う繞
さ
れ
る
中

市
の
持
続
可
能
性
を
護
る
た
め
に

議
長
の
あ
い
さ
つ

議
長
　
寺
田 

幹
根

　

監
査
委
員
は
、
地
方
自
治
法
に

基
づ
き
、
市
長
が
行
政
運
営
に
関

し
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
及
び

議
員
の
う
ち
か
ら
、
議
会
の
同
意

を
得
て
選
任
し
ま
す
。

　

磐
田
市
で
は
、
識
見
を
有
す
る

者
２
名
、
議
員
１
名
の
計
３
名
が

選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

監
査
委
員
と
は

監
査
委
員

議
会
運
営
委
員
会

総
務
委
員
会

民
生
教
育
委
員
会

建
設
産
業
委
員
会

 

所
管 

　
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
、
議
会

の
会
議
規
則
、
委
員
会
に
関
す
る
条
例

等
に
関
す
る
事
項
及
び
議
長
の
諮
問
に

関
す
る
事
項

 

所
管 

　

総
務
部
、
企
画
部
、
自
治
市
民
部
、

消
防
本
部
、
危
機
管
理
課
、
会
計
課
、

監
査
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
及
び
公
平
委
員

会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
並
び
に
他
の

常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項

 

所
管 

　
健
康
福
祉
部
、
こ
ど
も
部
、
教
育
委

員
会
及
び
市
立
総
合
病
院
の
所
管
に
属

す
る
事
項

 

所
管 

　
経
済
産
業
部
、
建
設
部
、
環
境
水
道

部
及
び
農
業
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る

事
項

（
後
列
）

秋
山
勝
則

江
塚
　
学

小
池
和
広

小
栗
宏
之

（
後
列
）

柏
木
　
健

八
木
義
弘

虫
生
時
彦

本
間
昭
男

（
後
列
）

加
藤
公
人

小
柳
貴
臣

加
藤
文
重

鈴
木
弥
栄
子

（
後
列
）

平
田
直
巳

江
塚
　
学

鈴
木
正
人

山
下
千
賀
子

（
前
列
）

　
虫
生
時
彦

○
高
梨
俊
弘

◎
芦
川
和
美

　
松
野
正
比
呂

　
戸
塚
邦
彦

（
前
列
）

　
根
津
康
広

○
戸
塚
邦
彦

◎
小
池
和
広

　
岡
　
　
實

　
芥
川
栄
人

（
前
列
）

　
鈴
木
喜
文

○
小
栗
宏
之

◎
秋
山
勝
則

　
高
梨
俊
弘

（
前
列
）

　
芦
川
和
美

○
鳥
居
節
夫

◎
永
田
隆
幸

　
松
野
正
比
呂

撮影時のみマスクを外しています。 ◎委員長　〇副委員長
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予
算
決
算
委
員
会

広
報
広
聴
委
員
会

磐
田
市
公
共
施
設
等

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討

特
別
委
員
会

 

所
管 

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
企

業
会
計
の
予
算
及
び
決
算
に
関
す

る
事
項

 

所
管 

　

議
会
の
広
報
及
び
広
聴
に
関
す
る

事
項

 

目
的 

　
公
共
施
設
等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る
調
査
研
究
を
行
い
、
政
策
提
言
す

る
こ
と

委
員
は
議
長
を
除
く
全
議
員

○
虫
生
時
彦

◎
岡
　
　
實

（
後
列
）

本
間
昭
男

虫
生
時
彦

八
木
義
弘

（
後
列
）

加
藤
公
人

戸
塚
邦
彦

鳥
居
節
夫

秋
山
勝
則

（
前
列
）

　
芥
川
栄
人

○
江
塚
　
学

◎
小
柳
貴
臣

　
根
津
康
広

（
前
列
）

　
鈴
木
喜
文

○
小
池
和
広

◎
松
野
正
比
呂

　
根
津
康
広

　
虫
生
時
彦

会

名
派

簿

 

志
政
会

◎
小
池
和
広
　
　
八
木
義
弘
　
　
秋
山
勝
則

　
鳥
居
節
夫
　
　
小
柳
貴
臣
　
　
永
田
隆
幸

　
芦
川
和
美
　
　
寺
田
幹
根
　
　
岡
　
　
實

（
令
和
４
年
５
月
23
日
現
在
）（
◎
代
表
者
）

 

せ
い
わ
会

◎
鈴
木
正
人
　
　
加
藤
公
人
　
　
本
間
昭
男

　
平
田
直
巳
　
　
小
栗
宏
之
　
　
戸
塚
邦
彦 

 

新
磐
田

◎
加
藤
文
重
　
　
芥
川
栄
人

　
松
野
正
比
呂

 

市
民
と
創
る
磐
田

◎
虫
生
時
彦
　
　
鈴
木
弥
栄
子

　
山
下
千
賀
子

 

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団

◎
根
津
康
広
　
　
高
梨
俊
弘

 

公
明
党
磐
田

◎
鈴
木
喜
文
　
　
江
塚
　
学

 

磐
田
の
底
力

◎
柏
木
　
健

各 種 委 員 名 簿

組合議会委員

各種委員・役員（議員選出）

○中遠広域事務組合議会議員
　江塚　　学　　小池　和広　　戸塚　邦彦
　鳥居　節夫　　加藤　文重　　寺田　幹根
　根津　康広
○太田川原野谷川治水水防組合議会議員
　小柳　貴臣　　芦川　和美　　虫生　時彦

○磐田市公務災害補償等認定委員会委員
　柏木　　健
○磐田市交通安全対策委員会委員
　小柳　貴臣
○磐田市青少年問題協議会委員
　加藤　公人　　鈴木弥栄子
○磐田市地域公共交通会議委員
　寺田　幹根
○ジュビロ磐田ホームタウン推進協議会顧問
　寺田　幹根
○磐田市文化振興委員会委員
　小柳　貴臣
○磐田市民生委員推薦会委員
　八木　義弘　　加藤　文重
○磐田市農業振興地域整備促進協議会委員
　本間　昭男　　永田　隆幸
○磐田市林業振興協議会委員
　山下千賀子　　鈴木　正人
○磐田市豊岡地区一雲済川改修促進協議会委員
　山下千賀子　　秋山　勝則　　鈴木　正人
○遠州灘沿岸保全対策促進期成同盟会委員
　加藤　公人　　寺田　幹根
○県道袋井大須賀線外二線整備促進期成同盟会委員
　寺田　幹根
○天竜川治水促進期成同盟会副会長
　岡　　　實
○天竜川治水促進期成同盟会監事
　鈴木　喜文
○天竜川治水促進期成同盟会理事
　柏木　　健　　平田　直巳　　江塚　　学

○二級河川太田川水系蟹田川整備促進協議会顧問
　江塚　　学
○磐田市地区計画審議会委員
　本間　昭男
○磐田市特別業務地区建築審議会委員
　松野正比呂
○磐田市都市計画審議会委員
　平田　直巳　　戸塚　邦彦　　鳥居　節夫
　虫生　時彦　　高梨　俊弘
○磐田市廃棄物減量化等推進審議会委員
　根津　康広
○磐田市立学校給食運営委員会委員
　芦川　和美
○磐田市立小・中学校通学区域審議会委員
　戸塚　邦彦　　鳥居　節夫
○磐田市立図書館協議会委員
　鈴木弥栄子
○磐田市旧見付学校協議会委員
　八木　義弘
○磐田市遠江国分寺跡整備委員会委員
　秋山　勝則　　小栗　宏之
○磐田市消防賞じゅつ金審査委員会委員
　小池　和広
○中東遠地域消防指令業務共同運用推進協議会委員
　寺田　幹根
○中遠広域事務組合公務災害補償等認定委員会委員
　松野正比呂
○社会福祉法人磐田市社会福祉協議会評議員
　虫生　時彦

○中東遠看護専門学校組合議会議員
　小栗　宏之　　寺田　幹根　　高梨　俊弘



67

本
会
議
で
の
主
な
質
疑

問 

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
に
お
い
て
、
当
初
予
算
で

は
家
計
急
変
世
帯
を
４
５
０
０
世
帯
と

見
込
ん
で
い
る
が
、そ
の
後
の
変
化
は
。

答 

３
月
ま
で
の
支
給
実
績
は
59
世
帯

で
あ
る
。
６
月
に
３
年
度
に
お
け
る
所

得
額
が
確
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
計

急
変
と
思
わ
れ
る
世
帯
を
把
握
す
る
こ

と
で
、
改
め
て
制
度
の
案
内
が
で
き
る

可
能
性
も
あ
る
た
め
、
見
込
み
は
当
初

の
４
５
０
０
世
帯
の
ま
ま
と
し
て
い

る
。

問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
金
の
申
請
期
限

が
、
４
年
３
月
末
か
ら
６
月
末
に
延
長

さ
れ
た
こ
と
で
、
対
象
者
の
見
込
み
が

27
世
帯
延
べ
81
件
か
ら
90
世
帯
延
べ
２

２
７
件
と
増
加
し
た
が
、
要
因
は
。

答 

支
給
期
間
は
最
長
３
カ
月
の
た

め
、
当
初
予
算
で
は
１
月
か
ら
３
月
ま

で
の
申
請
分
を
４
月
か
ら
６
月
に
支
給

す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
今
回
、
申
請
期

限
が
３
カ
月
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
申
請
分
を

９
月
ま
で
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
対
象
世
帯
が
増
加
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。

令和４年
５月
臨時会
議 案 審 議

一般会計補正予算(第１号)などを審議

会期　５月16日～５月23日(８日間）

５月臨時会では、市長提出の４年度一般会計補正予算など一般議案２件、人事議案２件を審議しました。
なお、すべての議案の審議結果は最終ページに掲載しています。

５月臨時会の模様は、インター
ネットで録画配信しています。

本
会
議

　
議
員
全
員
で
構
成
さ
れ
、
市
議
会
の
意
思
を

決
定
す
る
ほ
か
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
を

行
う
会
議
で
す
。
市
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案

や
市
議
会
と
し
て
の
意
見
表
明
な
ど
の
可
否

は
、
最
終
的
に
は
す
べ
て
本
会
議
に
お
い
て
決

め
ら
れ
ま
す
。
本
市
議
会
で
は
、
２
月
・
６
月
・

９
月
・
11
月
に
開
会
す
る
定
例
会
と
、
必
要
な

と
き
に
開
か
れ
る
臨
時
会
が
あ
り
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

　
円
滑
な
議
会
の
運
営
を
図
る
た
め
、
議
会
運

営
全
般
に
つ
い
て
協
議
・
調
整
を
図
る
会
議
で

す
。

常
任
委
員
会

　
条
例
で
任
意
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
、
市

の
事
務
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
議
案
等
を
審

査
し
ま
す
。
本
市
議
会
で
は
総
務
委
員
会
、
民

生
教
育
委
員
会
、
建
設
産
業
委
員
会
、
予
算
決

算
委
員
会
、
広
報
広
聴
委
員
会
の
５
つ
の
常
任

委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

特
別
委
員
会

　
複
数
の
常
任
委
員
会
に
ま
た
が
る
事
項
や
特

に
重
要
な
事
項
等
を
審
査
す
る
た
め
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こ
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
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算
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追
加
で
あ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ
に

５
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２
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２
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円
と
す
る

も
の
で
す
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議案
第36号

４
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全会一致で

可決

議　会
豆知識

磐田市議会　配信 検 索
クリック

３年度政務活動費の収入・支出状況についてお知らせします

３年度行政視察受入状況

　政務活動費とは、議員の調査研究その他の活動に役立てるために必要な経費の一部として、議会の
会派からの申請により交付されるもので、地方自治法に基づき条例で定めています。議員の政策立案
能力向上や、議会の監視機能の強化を図るための活動などに活用されています。
　本市の政務活動費は１人当たり年額30万円で、上半期と下半期の２回にわけて会派に交付されます。
　３年度の会派別収入・支出状況は下表のとおりで、残余金は市へ返納しました。

会 派 名 志政会 せいわ会 新磐田 市民と創る
磐田

日本共産党
磐田市議団 公明党磐田 磐田の底力 合　　計

交付対象人数 ９人 ６人 ３人 ３人 ２人 ２人 １人 26人

収　
入

交付金
上期 1,350,000 900,000 450,000 450,000 300,000 300,000 150,000 3,900,000 

下期 1,350,000 900,000 450,000 450,000 300,000 300,000 ※ 0 3,750,000 

雑 収 入 10 8 2 4 1 2 0 27 

計 2,700,010 1,800,008 900,002 900,004 600,001 600,002 150,000 7,650,027 

支　
出

研究研修費 0 14,000 0 50,000 0 0 0 64,000 

調 査 旅 費 0 0 0 0 0 0 0 0 

資料作成費 0 0 0 0 0 0 0 0 

図書・資料費 75,030 1,300 0 0 20,000 0 0 96,330 

広 報 費 936,458 476,600 308,460 342,379 327,206 0 0 2,391,103 

広 聴 費 4,101 0 0 0 0 0 0 4,101 

事 務 費 386,417 275,623 65,403 50,822 68,178 74,646 41,955 963,044 

要 請 ・
陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 1,402,006 767,523 373,863 443,201 415,384 74,646 41,955 3,518,578 

残 余 金 1,298,004 1,032,485 526,139 456,803 184,617 525,356 108,045 4,131,449 

※磐田の底力は、下半期分の交付請求を行いませんでした。

　３年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、オンライン形式により
行政視察の受入れを行いました。

受入日 自治体名 視察内容

１ 令和４年２月１日 愛知県岩倉市 食品ロス削減の取組について

I n f o r m a t i o n

　（単位：円）

補
正
予
算
の
主
な
内
容



ご
意
見
ポ
ス
ト

　未だ終息しない新型コロナウイルス感染
症や、今年に入っての不安定な世界情勢な
ど、市民生活に大きな影響を及ぼしていま
す。市民の皆さんの生活が穏やかで安定し

て過ごせるよう、市議会ではさまざまな課題に取り組ん
でいます。いわた羅針盤では、審議結果や市議会の様子
を分かりやすくお伝えしてまいりますので、市議会に対
しご意見をお寄せください。　　　　　　　（小柳貴臣）

　磐田農業高等学校は創立126年を迎える伝統のあ
る学校です。農業の担い手が少なくなるなか、野菜
などを自分たちの手で育てながら、農業の楽しさや
厳しさを実感しています。授業だけでなく、放課後
なども管理をしています。
　写真は、私たちが育てている野菜の管理を先生が
している光景です。先生方と一緒に作物を育ててい
ると実感できる瞬間でした。

　パソコンのほか、スマー
トフォンやタブレット端末
からも、本会議、予算決算
委員会の模様を視聴するこ
とができます。生中継・録
画中継を配信しております
のでぜひご覧ください。

　市民の皆様の声をお聞きするため、「ご意見ポ
スト」を本庁舎１階と５階に設置しています。市
議会へのご意見・ご要望をお寄せください。

　視覚障害のある方のため、声によ
る議会だよりを制作しています。CD 
版をご希望の方は議会事務局までご
連絡ください。また、市議会ホーム
ページでも公開していますので、ご
利用ください

左のコードを
読み込み、
ご意見を
入力できます。

スマートフォン等からも
議会を視聴できます

議会にご意見をお寄せください

声の議会だよりをご利用ください

表紙の写真 静岡県立磐田農業高等学校　３年生
写真部　藤

ふじかわ

川　杏
あん

菜
な

  さん

【広報広聴委員会】
■委 員 長：小柳貴臣　　■副委員長：江塚　学
■委　　員：本間昭男、八木義弘、芥川栄人、虫生時彦、根津康広

編 集

後 記

審 議 結 果
■全会一致により可決・承認・同意された議案
⑴ 専決処分（市税条例の一部改正）
⑵ ４年度一般会計補正予算（第１号）
⑶ 教育委員会の委員任命の同意
⑷ 監査委員選任の同意

■本会議で行われた選挙
⑴ 市議会副議長の選挙
⑵ 中遠広域事務組合議会議員の補欠選挙
⑶ 太田川原野谷川治水水防組合議会議員の補欠選挙

■その他本会議で議題となった案件
⑴ 市議会副議長の辞職
⑵ 市議会常任委員会委員の所属変更
⑶ 市議会広報広聴委員会委員の選任
⑷ 市議会運営委員会委員の選任
⑸ 市議会議員の派遣

次回は9月1日発行予定です。

磐田市議会だより
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